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ミヒャエル・キューネン（Michael Kühnen 
  

第二の革命 

第二巻：人民の国家 
  

第7部 

  
  

国民の組織的な生きる意志と 

唯一無二の政治意志 
  

国民生活と国家生活の3つのレベルすべてにおいて、国家社会主義ドイツ

労働者党は、戦闘と教育の使命を果たさなければならない。 
    

第一のレベルでは、われわれは、個人的および超個人的な生活に関する最

も多様な世界観、イデオロギー、意味の闘いの中で、まず国家社会主義思

想を戦闘的に主張する必要性に直面しているのである。したがって、反対

運動においては、わが民族の中で最も優れた、最も貴重な、最も犠牲を厭

わない人々が、すでに運動の隊列に集まっている： 
    

優秀なドイツ人は国家社会主義者になり、優秀な国家社会主義者は

NSDAPの党員になります。 
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我々の闘いの目的は、我々の民族の内的および外的解放、真の民族共同体

の創造、そして、白人をより高いレベルの人間形成に引き上げ、最終的に

新人を創造する新しいアーリア人の高文化を最終目標とする将来の国家的

および人種的課題の達成である。この目的は、アドルフ・ヒトラーが『我

が闘争』の中で述べているように、国家社会主義運動を「人種と人間の価

値の純粋な具現化」として、正しく登場させている。  

    

したがって、私たちの世界観は、あらゆるイデオロギーや異端よりも優れ

ており、いつの日か再び世界を形成する運命にあることを知っています。

しかし、このことは、私たちが成功するのをじっと待っていることにつな

がってはなりません。正しく自然な思想であっても、必ずしも勝利するわ

けではなく、相手との闘いの中で自らを証明し、勝たなければならない。 
    

勝利に代わるものは常に破滅である。人類の歴史に成功の保証はなく、あ

るのは万物の父としての闘争だけである。もちろん、このことは、われわ

れの諦めの原因ではなく、逆に、われわれの闘争的な生活に対する最大の

動機付けとなるものである。したがって、国家社会主義運動の戦闘的使命

は、まず第一に、次のとおりである：  

    

"我々の思想の敵を倒し、破壊し、ヴェルキッシュの生活の新しい基礎を

築く！" 

    

しかし、この戦えという命令を、いわば「火と剣」で信仰を広め、武力で

敵を打ちのめせということだと誤解してはならないのです。政敵もまた、

人民の同志である。たとえ道を踏み外したとしても、彼らを理解し、それ

相応の扱いをするように努めなければならない。  

    

真の国家共同体は、強制と抑圧の上に成立することはできず、人々の自発

的な同意から成長しなければならない。したがって、我々の闘いは、常に

国家社会主義運動の教育的使命によって有意義に補完される。  

    

私たちは、民族社会主義が民族と国家の未来に対する唯一の希望であり、

国家再建のための誠実な申し出であることを国民に理解させなければなら
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ない。自慢げな演説や理論的な説明によってではなく、革命的な国家社会

主義者の闘う共同体の実践的で生きた実例によってである。私たちがこの

ように国民を納得させたときにのみ、第二革命は真に始まるのである。 
    

勝利の後、国家社会主義ドイツ労働者党は、もはや、我々の民族の最も価

値ある人々の組織にとどまらず、卓越した民族の組織的な生きる意志に成

長するだろう。しかし、中世のように、不確かな未来への希望の名の下

に、人々の精神にあまりにも狭い制限を課すことはない。しかし、1000年

近く続いた秩序を築き、支配したカトリック教会の組織力と無条件の決意

を手本にすることになる。勝利の後でも、闘争と教育は、国家社会主義運

動の主要な任務であり続ける。 
    

内的な敵は今や打ち破られ、人々は第二革命に尽力しているが、我々の共

同体は常に外的な敵によって過大評価できない形で危険にさらされている

のである。そして、内部的には、反動の終わりのない攻撃と戦わなければ

ならないだけでなく、我々の道の正しさをあらためて人々に納得させる必

要があるのである。 
    

国家社会主義人民国家も、決して楽園ではありません。世界情勢と発展に

かんがみれば、深刻で抜本的な対策をとらなければならないが、民主主義

者は、無能力と次の選挙期日を恐れて、人民のための重い犠牲がなけれ

ば、われわれでさえ実行することが困難なまでに萎縮してしまうだろう。

このような状況において、わが国民のすべての力を未来の支配に向かわせ

る必要がある場合、党は、真に大衆的な教育効果を発揮することができな

ければならない。  

    

この目的のためには、1933年に党と国家の統一に関する法律で定められた

ように、国家社会主義ドイツ労働者党が再び人民の唯一の政治的意思とな

り、ドイツにおける絶対的かつ完全な権力を自らのために主張することが

不可欠である：党は、わが国を建設するという偉大な仕事、あるいは国家

社会主義人民国家の基礎に対するいかなる疑念や抵抗さえも許さず、国

家、政府、行政、経済、企業が一様に方向づけられ、人民に奉仕するよう

監視する。 
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これを、共産主義の支配領域におけるような党の独裁と混同してはならな

い。国家社会主義党は、統治することもなく、個々の政治的決定を下すこ

ともなく、党員であることが職業上または政治上の地位向上の前提条件と

なることは一切ない。それはただ、我々の信仰の基礎を見守り、国内外の

敵と戦い、我々の国家社会主義的世界観の精神で国民を教育することに専

念し続ける。ドイツ民族の国家に対する忠誠を要求するが、個々のフォル

クスゲノセンの私生活に不必要に干渉することはない。  
    

党と国家の任務に関する国家社会主義者の概念は、しばしば虚偽の主張が

なされるように、独裁には至らないが、基本的な反対勢力を抑圧し、他の

すべての政治組織を禁止することにつながる。なぜなら、そうでなけれ

ば、長期的には、いかなる拘束的秩序も考えられないからである。 
    

共産主義、自由資本主義、国家社会主義という3つの政治体制（ファシズ

ムはここで別に論じなければならないが、それは私の仕事ではない）を見

てみると、例外なくすべて「異端者」という概念を持っており、彼らを敵

とみなし、迫害し、無害化する。歴史を振り返れば、過去も現在も、あら

ゆる支配体制が、その自己保存のために、その基盤に反対する人々、ある

いは少なくとも効果的に反対する人々と戦ってきたことがわかるのであ

る。 
    

すでに死の萌芽を内包しているシステムだけが、時に相手を追い詰めるこ

とを控える。方法が異なることもあるように 

：     

原則として、「異端者の迫害」は国家存立の基本条件である。反革命、反

体制派、憲法の敵、人民の敵と呼ぶかどうかは関係ない。その結果、それ

を実行する者もまた、常に良心の呵責を感じており、ゲシュタポの職員

は、KGBの職員や護憲派の職員とほとんど変わらず、中世の審問官とは全

く違うのである！裁判官もいつも同じです。私の感情を理由に私を拘束し

ている裁判官は、明日には、今この瞬間にも、国民に対する反逆を犯して

いる人々を断罪しているかもしれないのだ！ 
    

もちろん、この発言に満足することはできない-重要なことではあるが。

かつてカトリック教会は神の意志によって、共産主義は労働者階級の歴史
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的課題によって、自由主義資本主義は現在の人口の大多数の個人の-操作

された-同意によって、この正当性を正当化したのです。  

    

私たちはすでに、これらの正当化はすべて非常に脆弱であり、単なる虚偽

であること、国民的な生命感覚の担い手として、したがって、支配体制の

正当性の担い手として、国民だけが問題にされることを認識していまし

た。しかし、国家社会主義だけは、人民を闘争の中心に据えている。それ

によって、我々は、自由主義者とは異なり、「人民」を、単に生きている

すべてのドイツ人の共同体ではなく、死者からまだ生まれていない者に至

る生命の連鎖全体として理解する。民族政治には、常に祖先への敬意と、

将来の世代への責任ある配慮が含まれている。支配体制の正統性は、もっ

ぱら3つの柱にかかっている： 
  

過去の人・人種を尊重する 

国民の同意 

国民と民族の未来を憂う。 
  

この3つの柱のうち1つでも無視されれば、システムは正統性を失い、非合

法となる。したがって、敵を迫害する道徳的権利もないのである。このよ

うな観点から、3つの選択肢をもう一度見てみることにしましょう： 
    

共産主義には、未来に対する理想主義的な見方と、少なくとも私の目には

正しい過去に対する理解があります。しかし、共産主義が自由選挙で国民

の同意を得られたことは、これまで一度もありませんし、どこにもありま

せん。 
    

西欧諸国では、リベラリズムは当面、国民の大多数を欺き、その体制を容

認させることに成功した。しかし、この成功は、民主主義者が人間の最低

の本能に無制限かつ独占的に依存し、さらにはそれを強化し、偶像化した

からこそ可能だったのである：妬み、独占欲、抑えきれないエゴイズム！  

 このように、彼らは私たちの民族と人種の理想主義的な伝統を否定して

いるのです： 
  

彼らは、ヴォルキッシュの歴史の力の源とのつながりを断ち切ったので
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す。彼らは、過去が忠実に手にする遺産として私たちに受け継いだものを

すべて裏切り、汚した。多くのフォルクスゲノセンを承認する根拠となっ

た唯物論は、未来への希望をも破壊し、多数決による盲目的な無作為決定

や超国家権力の指令は、未来の世代のライフチャンスに壊滅的な影響を与

える。 
    

国家社会主義とその党は、わが人民の意志の唯一の正当な担い手として、

したがって、その正当性の自覚のもとに、冷静に、自信をもって、あらゆ

る根本的な反対を抑圧し、人民の敵と闘うことを公言することができるの

です：  
    

われわれ国家社会主義者は、自己保存の欲求を依然として持ちうる他のす

べての体制と同様に、それ以上でもそれ以下でもない。しかし、国家社会

主義人民国家が合法的であり、過去、現在、未来の全ドイツ国民にコミッ

トしているため、我々の行動は合法的で適切である。 
    

しかし、これもまた、すべての異論者に「勝手に火をつける」わけではあ

りません。国家社会主義人民国家は、われわれのように考えることを誰に

も強制することはない。組織的で根本的な反対者が出ないようにするだけ

である。  

 一方、イデオロギー的な反対者にさえ、それが間違っていることを納得

させることは、党の教育的課題である。しかし、自分の人生の模範的な例

を通して、また、我々の国家的、思想的共同体の価値を伝えることによっ

てのみ、納得させることができるのであって、ライフルを手にしてではダ

メなのだ！ 
 
 

エリート 
    

国家は、国家の道具であり、国家が行動できるように、その中で自らを組

織するものである。したがって、国家に従属し、果たすべき奉仕的な任務

を持っている。国家は、それ自体が目的ではなく、わが民族の永遠の歴史

的課題を達成するための権力の手段を提供する組織であり、したがって、

国家社会主義の世界観の目標-第1水準-責任ある政府活動を通じて高度に発

達した産業社会の将来の問題の解決を可能にすること-第2水準-と、基本企
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業構造を通じて個々の市民の生活を国家の構造の中に調和的に統合するこ

と-第3水準とを達成するためのものである。これによって、国家社会主義

フォルクスシュタートは、フォルキッシュな生活のあらゆる流れ、組織、

細分化を包含し、それらを統一的に整列させる。すでに述べたように、こ

れは、企業的組織化された国家の指導的原理である。 
    

どんな国家にも支配層が必要です。しかし、あまりにも多くの場合、これ

らの指導者は、使用人としての機能を軽視しています。そして、国民の利

益とは関係なく、自分たちの権力の座を維持することにしか関心がないの

である。さらに、西洋と東洋のすべてのシステムにおいて、重要なのはパ

フォーマンスではなく、ちりばめられた特権的な社会階級の一員であるこ

と、または党派やイデオロギーの正統性であることが観察される。現在の

システムの支配層は、例外なく、自分たちの幸福だけを考えている徒党で

あり、専門的にも知性的にも、その任務に就いていないことがほとんどで

ある。第三の障害は、問題が解決されることなく、むしろ「自由民主主義

の基本秩序」や「プロレタリアートの独裁」という魔法の公式で覆い隠

し、長く語りさえすれば勝手に消えていくことを期待するような、骨抜き

にされた構造である。 
    

しかし、「経済成長」も「共産主義への不可避な行進」も目覚ましい成功

を収めていないため、両陣営の奇跡の治療者たちは、むしろ愚かで無力な

まま政策の破片の前に立ち、自分たちの力を維持するという唯一のことに

ますます気を取られているのです。今こそ、これらの指導者集団を砂漠に

送り出し、真のエリートに置き換える時なのです。 
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